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ご挨拶 ～会長から   

 会員の皆様、如何お過ごしですか？この記事はサンクトハンスの夜が過ぎ、少しずつ夜の時間が長くなっていく

中書いています。デンマークの夏はまだまだこれからという感じですね。里帰りされる方、お友達やご家族と旅行

に行かれる方、子供さんやお孫さんと夏休みを一緒に過ごされる方、ホイスコーレに参加される方、自宅でのんび

りされる方、他にも色々な過ごし方があると思いますが、どうぞ夏をエンジョイしてください。 

 今日は、嬉しいお知らせと哀しいお知らせを会員の皆さんにお伝えしなければなりません。 

嬉しいお知らせは、5月26日のインフォメーション会に参加された小泉牧さん（70代）と渡部恵太さん（20代）のお二

人の男性が、Klub Japanに入会されたことです。男性の数が少ない団体ですので、これをきっかけに男性の入会が

増えることを願っています。お二人にはぜひ9月15日の交流の集いに参加していただき、皆さんと初顔合わせがで

きればと思います。小泉さんには自己紹介の記事をお願いして書いていただき、会報の9頁に載せました。 

 哀しいお知らせは、2016 年2月から訪問援助ボランティアを頑張ってやってくださっていた会員の茂木元子さん

が、哀しくも2019年5月2日に癌で亡くなられたことです。4月から日本に里帰りをされ、ご実家の皆様と最後の一

か月余り過ごされました。突然予告なしに元子さんからのメールでご主人も日本に呼ばれ、元子さんとの最後の時

間を一緒に過ごされました。茂木さんは誠実で真面目な方で、優しく思いやりを持って人に接することが出来、

しっかり自分の意思、意見を言える、明るくポジティブな日本女性でした。 

 ご主人に連絡して知らされたこの悲報は「えっ、そんな！あの茂木さんが！」と、茂木さんを知る私達にとっ

て、とてもショックでした。ご主人と話し合って、茂木さんと関係のあったごくわずかのKJ会員が集まって、最後

のお別れの会【茂木さんを偲ぶ会】を開きました。会員の皆様にはこの場を借りてお知らせをさせていただきま

す。会報を読まれる会員の皆様、どうぞご一緒に茂木さんのご冥福をお祈りしてくださいますように。 

  

 5月26日に、総会及びインフォメーション会をValby Kulturhus  において

開きました。総会の議事録、会計報告はこの会報の後ろ の方に載せましたの

で、総会に参加できなかった方はそちらを  ご覧ください。 
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 皆さんはENJAという集まりについて耳にしたことがありますか？ 

 欧州日本ネットワーク、すなわちEuropean Network of Japanese Associations を略してENJAと呼び、2005

年に始まり、その後、ヨーロッパに存在する種々の邦人の団体、日本人会などが参加し、これまでデンマーク、イ

ギリス、ベルギー、オランダ、スイス、フランスの6ケ国で8回の会議が開かれました。2017年第8回 ENJA大会

はデンマーク・コペンハーゲンで開かれ、Klub Japanも招待されました。 

Klub Japanは、2018年初夏からENJAの遠距離会議にオブザーバーとして招待され、秋からはENJA大会執行委員

の一員となって、第9回ENJAハイデルベルク大会開催のための準遠距離準備会議に参加して参りました。 

ハイデルベルグ大会では、分科会1「欧州における高齢者政策・認知症対策の現状・緩和ケア」と分科会2「補習

校運営・複言語・教育関係」2本立てのプログラムが企画されました。ENJA 大会に講師として招待された認知症

の権威である玉井顕先生には、キャラバンメイトの養成講座も大会前日に開いていただき、私も今回、各国からの

希望者45名と一緒に受講してまいりました。 

 Klub Japanはデンマークの高齢者支援団体として分科会1に参加し、報告及び意見交換では、参加国の邦人団体

が、高齢者政策や認知症対策の現状、各団体はどのように取り組んでいるか等の報告、主催国ドイツのDeJak友の

会は各地の活動報告と冊子【ドイツで送る老後】と【エンディング・ファイル】の紹介。高齢者を支援する団体 

に取っては、どのお話もとても有意義で、興味深く、インスピレーションが沸く貴重な機会でした。 

 さらに高齢者の健康な生活に関して、最新の知識を得ました。まず上記の認知症の患者治療の権威で、福井県敦

賀温泉病院院長の玉井顕先生の講演「認知症における緩和ケア」、前日の玉井先生のキャラバンメイト養成講座を

受けたばかりで認知症についての知識は新鮮でしたので、緩和ケアのお話もさらりと理解できました。特に心に焼

き付いたのは、認知症の方の話から歩んできた人生にまで思いを馳せると、患者の不可解な行動や理解しがたい感

情表現が理解でき、その理解をもって緩和ケアを指導する時、症状の進行を緩めたり、初期の認知症であれば症状

の改善ができるというものでした。緩和ケアの知識は、ぜひ日を改めて会員の皆様にお伝えしたいと思います。 

 岡田慎一郎先生の「古武術の身体運用に学ぶ生活動作」講習。小柄な日本人でも、肩甲骨の筋肉と背中と股関節

の筋肉を上手に使うことにより、重たい物を体に負担をかけないで動かすことができるというお話でした。古武術

につながる体の動きを意識して、自分の体を動かす！まさに素晴らしいお話でした。  

沖縄名桜大学教授玉井なおみ先生の「緩和ケア、終末期ケア」の講習では、特にがん患者の治療と同時に緩和ケ

ア、家族ケア、がん患者の『その人らしさ』が保てるように、『生が全うできる』ようにケアをするというお話が 
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第9回 ENJAハイデルベルグ大会に参加して ～会長から  



（前ぺーじからの続き）   ENJA大会・2019 に参加して ～会長から  

• Klub Japanの団体の仕事は、創立当初から年々机上業務が増えて、現在では理事会の役員だけでは十分に

はこなしきれなくなってきています。現在、ありがたいことに文書の校正とHPのお手伝いを引き受けてく

れる人が理事役員以外に一人存在しています。そこで、新たに会報編集係を一人と、ホームページを手伝っ

てくれる係をもう一人、会員から募集したいと思います。やってみようかなと思われる方は、ぜひメールで

klubjapan@gmail.comまでご連絡ください。 

• Klub Japan の高齢者支援に新しい活動を加えようと、理事会では、この度会員の皆様にアンケートをいた

します。皆さんが日頃困っていること、不便に思うこと、こんなサービスがあったらいいな、又こういうこ

とができればいいな等、会員からの希望を調査するためのアンケートです。この会報の12頁にお聞きしたい

ことを書いた説明を載せましたので、読んでいただいて、会員の貴女・貴方が考えていることを

klubjapan@gmail.comまで送っていただけますように、ご協力をお願いします。 

理事会からのお願い 

私には一番印象に残りました。 

 医療法人ちゅうざん会ちゅうざん病院で摂食嚥下障害看護認定看護師、熟練した技術と知識を提供、リハビリ

テーションの指導をする加藤節子氏の「摂食嚥下障害ケア」の講演は、写真と図の説明が分かり易く、摂食嚥下

とは脳からの指令で、①食べ物を認知し、②形のある物を咀嚼、③食べ物を喉に送り込む、④喉から食道に送り

込む、⑤食道から胃へ移送するという5つの機能から成り立っていること、そのどこかに障害が起き、自分で食

べられなくなった時に、リハビリテーションの指導によって再び食べ物を味わって食べられ、食べたいという意

欲が現れると、生きたいという気力につながるというお話でした。リハビリテーションの結果、再び自分で食べ

られるようになった満願笑顔のおばあさんの写真は、私の胸に興奮にも似た熱いものが溢れ、凄い！素晴らしい

リハビリテーションの指導技術！と感動しました。  

こうした沢山の知識のほかに、夕食の懇親会では、スペイン・バルセロナ補習授業校からの二人、フランス・

パリとリヨン補習校からの二人と同席し、補習校関係で頑張っている方たちの問題を垣間見ることができまし

た。実際に現場で頑張っている方たちのお話を聞いて、他所では知ることができない貴重な見聞を深めたと感じ

ました。こうやって得た知識、見聞を今後どのようにKlub Japan の会員の為に生かしていくか。 

まず手始めに、〘緊急の時に役立つエンディングファイル〙の日本語版・デンマーク語版を編集、発行できる

ように、次回理事会で話し合う考えことを考えています。                                 ピーターセン知恵子 
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２０１9年 5月26日 総会 年次報告 

 

理事会より、2018年度の年次報告です。 

 1月27日 Selfish にて新年会を開き、参加者と新しい年を祝いました。 

 3月４日 Valby Kulturhus において第９回交流の集い開催、いつものようにギター伴奏に合わせて、早春賦（そう

しゅんふ）、なごり雪、翼をください、青い山脈、知床旅情を皆さんと一緒に歌いました。又、沖縄の楽器 三線

を弾かれる森勇樹さんを迎えて、楽器について、又沖縄についてお話を聞き、演奏を聴き、三線に合わせて一緒に

歌う場面もありました。ゆり子さんの提案で、お国自慢というゲームもしました。最後にお茶の時間を持ち、参加

者はおしゃべりも弾み楽しい午後を過ごしました。 

 5月27日 総会、インフォーメーション会、引き続いて理事会を開きました。 

 6月17日 ユトランドのオーフースで、第1回交流の集いを試みました。プログラムはコペンハーゲンとほぼ同じで、

日本の歌、認知症サポーター講座、Klub Japan の現在の活動の説明会、そして最後にお茶を飲みながら、談話を

楽しみました。企画の案内をあちこちに出して、知人をあたって広報に努めましたが、我々の努力もむなしく残念

ながら参加者は5名だけでした。この会の後、ユトランドには会員が一人増えて、現在4人です。まだまだ活動ら

しいことができるようになるには人数不足と言えます。 

 9月23日 Valby Kulturhus  においてボランティアの集会を開きました。日頃ボランティアとして奉仕している会員

の集まりで、ボランティアの仕事について理事会からの伝達事項、又ボランティアからの貴重な報告、さらにボラ

ンティアの皆さんが日頃感じていることを相談し合う場としていけるようにと、年に1回ないし2回、定期的に開

いていきたいと思っています。 

 10月7日 第10回交流の集いを開きました。10回目を記念してということで、プログラムは、まず日本の歌。ギター

の伴奏は3人に増え、理子さん、典子さん、林太郎さんの素晴らしい合唱を聞きながら、参加者も一緒に楽しんで

歌いました。続いてフラダンスの鑑賞と体験プログラムでは、グループに3人の子供さんも加わって、素晴らしい

踊りを見せてくださいました。最後には参加者も加わって一緒に踊るという場面もありました。お茶の時間には、

日本の伝統文化の一つ、茶道のお点前を紹介して、希望者には抹茶、さらに大福、煎茶、ケーキとコーヒーなども

用意して素敵な午後のお茶の時間を、そして最後はゆり子さん企画のゲームで思いっきり笑い、楽しみ、腹ごなし

をしました。参加者の皆さんからは感謝とお礼の言葉をいただき、ボランティアの皆さんは楽しみながらお手伝い

できましたと喜んでくださり、年々良い企画に発展しています。 

 12月2日 Sticks’ n’ Sushi Tivoli Haven において忘年会を開き、それが2018年最後の行事でした。とてもおいしい

料理を食べ、賑やかに笑い合って楽しく過ごせた忘年会でした。 

  



年次報告 続き 
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 Klub Japanの運営においては、理事会を3月4日、5月27日、9月23日、10月7日の計4回開きました。 

3月会議では総会とインフォーメーション会の準備、エンディングノートについて、NALCデンマークについて等話

し合い、5月会議では、第10回交流の集いの企画と仕事分担、また訪問ボランティアによる昼食弁当運搬の話がボ

ランティアから出ていたので、それは訪問援助ボランティアの仕事内容ではないことを、理事会で全員一致で確認

をしました。そして、今後、高齢者の希望、要望をアンケートの形で収集することも話し合いました。オーフース

での交流の集い企画についても話し合い、また、総会及びインフォメーション会の反省会も行いました。 

9月会議では、 第10回交流の集いがKlub Japan にとってこれまでにない大きなイベントだったので、それぞれの役割、

準備等最終確認を行いました。前回総会及びインフォーメーション会で出た質問、提案、希望について検討し、又 

訪問援助ボランティアの初回訪問時に「訪問の手引き」を使って十分な紹介ができるように、話し合いをしまし

た。更に、ENJA第9回ハイデルベルク大会にKlub Japanも参加して欧州邦人団体の成功事例などを見聞するのは意

義深いことと理事会のバックアップを得ました。 

10月会議では第10回交流の集いの反省会をすると共に、忘年会、新年会、2019年春の交流の集いの企画について話し合

いました。 

 Klub Japan の会費を払った会員は現在57名です。ボランティア奉仕の形で、交流の集いを担当している会員、訪問、

会話のボランティアで高齢者を支援している会員、さんぽ会を担当している会員、理事会役員となって運営を担当

している会員、臨時でいつでもお手伝いをしてくれる会員と、57名の半数以上が何らかの形でボランティア奉仕を

して下さっています。その他、支援会員となって運営を支援してくれている会員も大勢います。 

 総会では、訪問援助を受けている高齢者から、日本に一時帰国する場合、Klub Japan のボランティアが送迎のお手伝い

ができないかという質問がありました。理事会で話し合った結果、これはKlub Japan のボランティアの援助範囲外

で、今の段階では無理だろうという話になりました。障害者カードを持っている人は、空港ではFalkがお手伝いを

してくれますし、そうでない方はタクシーで往復することも可能です。もし空港までの同伴のお手伝いの必要が起

こった場合には、早めに連絡していただければ、Klub Japanの会員の中に、有料でお手伝いをしてくれる人を探す

お手伝いとして、募集メールを会員に送ることが、団体としてできるのではないかと、理事会では話しています。

もしそのような必要が起こったら、Klub Japanのメール、または連絡電話までお知らせください。 

    最後になりましたが、いつも行事に参加し、応援してくれる会員、意見やアイディアを出してくれる会員、ボラン

ティア活動に参加して高齢者支援をやってくださる会員、交流の集い委員として頑張ってくださっている会員、HP

や校正のお手伝いをしてくれる会員、趣旨に賛同して会員となって支援してくれる会員、こうした会員の皆様が、

Klub Japan をここまで引っ張って来てくださいました。これからも皆様と一緒に、充実した高齢者支援を目標に頑

張りたいと思いますので、どうぞよろしくお願いします。 

理事会一同 



 

2018年度会計報告 
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第10回 交流の集い より 

10月の記念すべき第10回クラブジャパン交流会でのフラダンスの時間を頂まして、ありがとうございました。 

 

独身時代を思い出し、とても楽しい時間を過ごせました。生演奏をしていただきましたウクレレ・ギター・ 

合唱隊の皆さん、フラダンスを一緒に踊ってくれたフラシスターの皆さんありがとうございました。 

私がフラダンスを始めたきっかけは、スカンジナビア航空のCAの先輩だった、エリサ・カプアオカナウパカ・

岡田・マンさんが、1999年に銀座で始められたフラダンススタジオに第一期生として入ってからでした。 

 

エリサさんは、お母様の影響もあり、ハワイのフラマスターでもあるフランク・ヒューエットさんの元で  

フラを学ばれた本格的なフラダンサーで、現在は、関東4スタジオ、新潟にもスタジオがある大きなフラダン

ススクールを運営されてます。ハワイアンのご主人と共に踊りだけではなく、フラを通じて、アロハの気持ち

HUMBLE(謙虚) PLEASING(快い) HARMONY(調和) RESPECT(尊敬) PATIENT(忍耐)など、心の持ち方、 

ハワイの伝統を日本で伝授すべく活動されています。 

 

エリサさんは、入社時の面接官、トレーニングのインストラクターでした。英語もすごく上手で立ち居振る 

舞いも本当に素敵な先輩でした。フラスタジオを大きくして、フランク先生を日本に招きたいとも語っていら

したのを思い出し、しっかりと夢を実現されている尊敬する先輩でもあります。 

今回、フラダンスの機会を得て、ウクレレの心地よい音色、踊りをとおして自然に感謝する気持ちを思い出

し、デンマークからだと20時間以上かかる遠い島！ハワイへ行きたくなりました。 

また機会があれば、多くの方とフラダンスで楽しく時間を過ごせれば幸いです。 

本当に皆様ありがとうございました！  

                                          伊藤江利 

第10回目クラブジャパン 交流の会でのフラダンスを終えて 



 

第1１回 交流の集い より 
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大好きな叔母が若い頃に少しかじったという箏によくわからない

まま憧れ、習いはじめたのは中学生のころです。師匠は期待して

熱心に指導くださったのですが、その道に進むことはなく、親元

を離れてからは楽器も手元になく、すっかり遠のいていました。

デンマークに来てから縁あって箏を譲ってくださる方があり、   

何十年ぶりに稽古しました。もう弾けないだろうと思っていま   

したが、10代のころに身体で覚えたことは意外と忘れないもの  

ですね。自分でも驚きました。つたない演奏ではありましたが、   

たくさんの方に興味を持っていただきありがとうございました。 

楽器を譲ってもらったときには、まさか人前で弾くなど思いも   

よりませんでしたが、日本の伝統楽器を間近に見てみたい、弾   

いてみたいと思われる方があって、私でお役に立てるのならば、

ぜひ多くの方に体験していただきたいと心から思いました。 

このたびのクラブジャパンの集いでは、さまざまな年齢層の方とお会いし、とても楽しいものでした。大人に

とっては、ふるさと日本を懐かしむ場であり、異国デンマークで快適に暮らす知恵を交換する場でもあります

が、それだけでなく子どもたちにとってはデンマークにいながらにして上の世代からルーツを感じることがで

きる場となっていました。 

年齢の異なるもの同士の交流と助け合いの場として、小さな人から年配の方まで共に楽しめることは大変素晴

らしく、感銘を受けました。今後とも楽しい企画で多くの方が集われることをお祈りします。  

笠間妙子 

 

第11回交流の集い・日本文化特集にて、箏の演奏をさせていただきました。 

次回、第12回KlubJapan交流の集いの 

お知らせは、巻末のお知らせページにございます。 

どうぞご覧下さい！ 

第11回交流の集いでは、多くの会員・非会員の方々の参加

協力を得、笠間さんのお琴の他にも お茶やお花の実演と

体験、ヨ―ヨー釣りや折り紙と言った日本の遊びの体験も

行われました。 

協力者の皆様、本当にありがとうございました。 

写真上・杉下さんによる生け花実演の作品 



会員からの記事 
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5月26日インフォーメーション会に参加して、会員になられた 小泉牧さんにお願いして、

自己紹介の文章を書いていただきました。 
 

 

 

小泉牧の自己紹介 
 

異なった文化の国で仕事と子育ての五十五年、あっと言う間に傘寿近くなりました。

今やIT 時代、変わらぬものは人の心、昔の日本人です。そんな日本の人達との交流

機会があるならばの思いが入会の動機です。 

 

航空会社退社後デンマークで家具店経営、日本に家具輸出等と多忙に年月が過ぎて 

行きました。四人のハーフの子供達と七人の孫達、家内も巣立って行きました。 

 

残るは私一人デンマーク人なのか日本人なのか老後の悩み事、兄姉達がいる琵琶湖 

近くに古民家を買って日本とデンマークの交互生活を続けています。お墓はどっち

で、迷いです、、、 

 

今はコペン近郊の自作コロニーハーベコテツジで夏のデンマークを楽しんでいます。

ハーベにお蕎麦でも食べに来ませんか！ 

 

 
  コペン郊外のコロニー 

  ハーベより  小泉 
 



さんぽ会から 
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去る7月3日（水）、夏の散歩会が開かれました。 

既に夏休みを取られて旅行中の会員の方が多く参加者が集まるか心配された中、結局参加者は直前に増えて

8名となりました。ちょど良いサイズのグループとなりました。 

今回は比較的短い歩行距離で体験/見学的要素があるコースを、

との思いから、コペンハーゲンの中心部Kongenshaveのわきに

建つDavid Samlingを訪ねるのと主旨とした散歩です。 

（お断り：今回は大失敗写真がおおく、また非会員の参加者に掲載許可を      

得ておりませんので、各HP等公式サイトからダウンロードした写真を 使用     

しています。安直ですがお許しくださいませ。） 

 

まずは昼過ぎにØsterport駅に集合。Kastelletの公園入りにお

濠を半周してから表通りに出、それからNyboderを少しだけ見

学しながら西に進み、NyboderとKongenshaveに挟まれた古く

てこじんまりした住宅地を歩きました。この一画にあるSankt 

Paul 教会のきれいなファサードを鑑賞してから、

Kongenshave の裏手からKronprinsessegade のDavid    

Samling（デービット・コレクション）にはいりました。 

 

David Samling は、弁護士であり資産家であったC. L. David

（1878-1960） の住居跡に生前彼が収集した美術装飾品を主

な展示品として創設された美術館で、2005-2009年になされた

改築で現在の形になりました。 館内は空調、調光、警備、 

サービスが非常に行き届いたとてもきれいな空間で、幸運なこ

とに観光シーズンにもかかわらず来館者が多くなかったので、

非常に気持ちよく見て回る事が出来ました。展示はヨーロッパ

の古い陶器と調度品、近代のデンマーク絵画、イスラム圏全土

からの高度な装飾品、の3エリアに分かれており、特に国際的

にも一番有名なイスラムの展示品の数々は非常に重厚で豊富な

展示内容でした。（次頁につづく） 

Kastellet / カステレット要塞 

Nyboder / ニューボーダー 

Sankt Paul kirke / サンクト・ポール教会 

David Samling / デーヴィット・コレクション正面 



 

 

さんぽ会から 
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恥ずかしながら、筆者はデンマークに20年以上住みもちろん名前は聞いていたものの、今まで一度もDavid 

Samling を訪れたことがありませんでした。噂通りの素晴らしい展示に驚きつつ、しかしとても全部をじっ

くりと鑑賞し終えることは出来ないと判断して、今回はかなり強弱をつけて見てまいりました。参加者のみ

なさんも、それぞれにお気に入りの展示に時間を使い、充実した時を持つことが出来たそうです。こんなに

素晴らしく設備の整った美術館なのに入場は無料でロケーションの便も良いので、「この次また来よう」と

いう感じで、力の抜けた見学のしかたが出来た方も多かったようです。 

   帰り道には、美術館のすく近くに広くて素敵な家具ショウルーム兼カフェ              

を見つけ（鼻の利く杉下さん、見つけてくれて有難うございました）、                

かなーり長い間くつろいでおしゃべりに花を咲かせました。このお茶の時間               

が一番楽しかった、というご感想もありました。 

工事中のØsterport駅で待ち合わせ場所を勘違いする行き違いがあったり、 

途中でにわか雨に遭って木の下で雨宿りしたり、カフェでケーキが売り切れ

ていてお腹が空いてしまったり、といつもながら色々なハプニングがあり

ましたが、終わり良ければ総て良し。皆さんが喜んで帰途についてく

ださり、今回もまたまた大満足の散歩会でした！ 

 

クラブジャパンの散歩会は、より活発な開催とより広いネットワーク

づくりのために広く参加者を募ってゆきたいと思います。7月からは

日本人会の協力も得、ホームページや会報にも散歩会開催のお知らせ

を載せていただき、会員でない方も参加していただけるようにしています。今後も皆さんのご意見等取り入

れながら、楽しい企画を作ってゆきますので、宜しくお付き合いください！     （さんぽ係・高橋） 

 

次回の散歩会は、8月28（水）開催予定です！ 詳細は後程メールにて。お楽しみに！ 

左・中・右： David Samling / デーヴィット・コレクション展示室の様子 

上・下： & Tradition Cafe  外観と室内  



アンケートのお願い 
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アンケートにお答えください 

会に望む事？ 

KJでは すでにボランティアの活動の手引きを作りました。訪問援助で出来るお手伝いの範囲を

緩やかに決めています。しかし同時に、援助を受ける側の現実的なニーズを把握し、ボランティア

に過度の負担にならない範囲での柔軟な援助の形態も模索しています。 

例えば、理事会が決めたボランティアのお手伝いの範囲を超えると考慮させる要望であれば、会員

にメール等で問い合わせ、アルバイトを募集する事もできるかもしれませんし、また、高齢者に

よっては、定期的な買い物が不可欠であれば、新しいボランティアの形を作る必要があるかもしれ

ません。 

そこで、こんな援助があったらいいなとか、こういうお手伝いを頼めたらいいな思うことがありま

したら、具体的なご意見を書いて、アンケートの答えとしてお知らせいただきたいのです。 

例えばお手伝いのほかには、趣味の集まり？囲碁？麻雀？俳句？等。会員の方で同じ趣味を持つ人

同士で集まれる場所があったら、参加しますか？ 趣味という程のものはないけれどと、謙遜して

いらっしゃる方は、おしゃべりだけの参加でもいいのではないでしょうか。どのような集まりを希

望しますか？  集まりが月に1回とか、2か月に1回とか行われるなら、参加したいと考えていらっ

しゃる方、そういうご意見もアンケートの答えとして送ってください。 

メールでは面倒とおっしゃる方は電話でお知らせいただいてもお受けします。 

 

携帯番号  22 59 ６６ 61 

メールアドレス  klubjapan＠gmail.com 

期限はありません。いつでも、思いついたときにご連絡ください。 



Klub Japan 年会費 100kr    Klub Japan 銀行口座 Reg.5989 8012543             

連絡電話： +45  22 59  66 61  

ホームページ  www. Klubjapan.     メール ：klubjapan@gmail.com 

Facebook   Klub Japan (Forening af japanske seniorer i Danmark) 

これからの活動のお知らせ 
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Klub Japan のボランティア奉仕活動に興味がある方、訪問＆会話ボランティアは勿論、これからはKlub Japan の会員

からの新しい形のお手伝いの希望が起こることを想定して、ボランティアリストを作ります。 遠くの親戚より近くの他人という諺

のように、いざという時に、電話一つで頼める方が居ると思えることはとても心強いことでしょう。 訪問＆会話ボランティアの他

に定期的な訪問ではなく、必要な時にだけ頼めるお手伝いをアルバイトとしてやってくれる、例えば、車を使ってのお手伝い、

家事のお手伝い、買い物のお手伝い、医者の訪問に通訳兼同行、観劇などに一緒に行く、デンマーク語の書類や手紙を代

行して読む、等々、高齢者の為の支援をやれる人は、ボランティアリストに申し込んで下さい。名前、携帯番号、メールアドレ

ス、希望のお手伝いの内容を書いて、Klub Japan のメール klubjapan.gmail.com までお知らせください。 

第12回交流の集い ご案内 

日時 2019年 9月15日（日曜日） 13時 ～16時  

場所 Valby Kulturhus, Valgårdsvej 4 –8, 2500 Valby 

5月から令和元年となったことを受けて、今回の集いでは、大正、昭和、平成と各時代を顧みながら、   

その時々で人気のあった歌を取り上げます。例えば、「カチューシャ」（安藤まり子）、「明日があるさ」

（坂本九）、「いつでも夢を」（橋幸夫・吉永小百合）、「さくら（独唱）」（森山直太朗）等です。  

併せて行う「時代クイズ」で、是非皆さんの知識やご記憶を披露してください。 

常にご希望の多い林太郎さんの空手の披露もあります。ゆり子さんのクイズ遊びもどうぞお楽しみに！ 

 

お茶の時間の用意の為、申し込みを9月10日までに、 

モビル22596661又はklubjapan＠gmail.comまでお願いします。 交流の集い委員会より 

 

第9回ENJAハイデルベルグ大会からの報告・発表会を 

日時：11月3日（日曜日）13時30分より Valby Kulturhus 5階において 

Klub Japanとデンマーク日本人会が合同で開きます。 

詳細は追ってお知らせします。今からカレンダーに印をつけてぜひ参加してくださいね。 


